
建設副産物小口巡回回収システムについて

資料１

～混ぜればゴミ、分ければ資源～
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○コンクリート塊 ：現状の高い水準を確保
○アスファルト・コンクリート塊 ：現状の高い水準を確保
○建設汚泥 ：建設発生土と一体となってリサイクル促進施策を実施

○建設発生木材
○その他（廃プラスチック等）
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分別の徹底により、再資源化を促進

品目別排出量 品目別再資源化率（H14） 品目別最終処分量

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
3,500万
42%

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
3,000万
36%

建設汚泥
800万
10%

建設発生木材
500万
6%

その他
(廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等)
100万
2%

建設混合廃棄物
300万
4%

平成１４年度
全国計
8,300万ﾄﾝ

※平成１４年度建設副産物実態調査結果より作成

建設副産物対策の方向性建設副産物対策の方向性

注）四捨五入の関係上、合計値と合わない場合がある

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
90万
13%
ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
40万
5%

建設汚泥
270万
38%建設発生木材

50万
7%

その他
(廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等)
40万
6%

建設混合廃棄物
220万
31%

平成１４年度
全国計
700万ﾄﾝ



従来型のシステム(個別現場回収)で回収した場合従来型のシステム(個別現場回収)で回収した場合
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分別している現場

分別していない現場

再資源化施設

再資源化施設

再資源化施設

最終処分場

　個別現場毎に建設副産物を
回収している。

現　　状

　建設副産物が混合された状
態で運搬される場合が多い。

　発生する建設副産物の量と、
トラックの積載量のミスマッチ　　
　　　　　　　　（非効率的な回収）

　中間処理は、分別等に手間と
時間がかかる。

　中間処理施設は広い土地等
が必要であるため、郊外に立地
する場合が多い。

問　題　点問　題　点

　回収コストの増加

　延べ運搬距離の増加による
CO2排出量増加

中間処理段階でのコスト発生と
回収コストへの上乗せ



建設副産物小口巡回回収システムの場合建設副産物小口巡回回収システムの場合
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再資源化施設

再資源化施設

再資源化施設

　複数の現場を巡回して、品目
別に建設副産物を回収

H14実証実験結果

①小口巡回回収により、トラック
　の延べ運搬距離は約４割減

②さらに「静脈物流センター」を　
　都内に仮設すると、延べ運搬　
　距離は約７割減

H15事業可能性調査結果

○回収コストは約１割減

メリット　：　安い、便利、重宝

分別している現場

・回収コストが削減できる。

・きめ細やかな分別により、再資
　源化の促進も可能となる。

分別していない現場

回収コスト減などのメリットにより、
分別の促進が期待される。

建設副産
物の再資
源化促進

効　果　

トラックの
排出ガスに
よる大気環
境負荷の
低減

ＣＯ２排出量
の削減

必要な機能

・回収した建設副産物を品目別　
　に集積

・トラックの運行管理

現場近くの立地が可能

現場が必要な時に回収可能

循環型社会
の形成



静脈物流センター

建設副産物小口巡回回収システムの実証実験建設副産物小口巡回回収システムの実証実験



再資源化施設

中間処理施設

静脈物流センター
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（工事現場（工事現場2121、中間、中間処理施設、再資源化施設、処理施設、再資源化施設、静脈物流センター）静脈物流センター）

工事現場

凡例

実証実験の参加施設実証実験の参加施設


